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令和７年度 川崎市立看護大学 入学者選抜試験 概要 

１ 募集定員 

選抜区分 募集定員 

一般選抜 
前期日程 70 名

後期日程 ５名

特別選抜 
学校推薦型選抜 25 名

社会人選抜 若干名

２ 入学者選抜試験日程（予定） 

選抜区分 出願期間※ 試験日 合格発表日 

一般選抜 
前期日程 1 月 27 日（月）

～ 

2 月 5日（水） 

2 月 25 日（火） 3 月 6日（木） 

後期日程 3 月 12 日（水） 3 月 21 日（金） 

特別選抜 
学校推薦型選抜 11月 1日（金）

～ 

11 月 7日（木）

11月 16 日（土） 12月 12 日（木）
社会人選抜 

※出願書類は出願期間中必着となります。ご注意ください。
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３ 学校推薦型選抜について 

（１）方式 

公募推薦方式 

（２）出願資格 

次のアからウのすべてに該当し、かつ学校教育法に定める高等学校又は中等教育学校

の校長が責任をもって推薦する人 

ア 次のいずれかに該当する人 

（ア）神奈川県内又は東京都内(以下「指定地域」という)の高等学校又は中等教育学校

を令和６年３月に卒業した人、もしくは令和７年３月卒業見込の人 

（イ）川崎市の住民（※）で上記指定地域以外の高等学校又は中等教育学校を令和６年

３月に卒業した人、もしくは令和７年３月卒業見込の人 

※「川崎市の住民」とは、本人又はその配偶者若しくは本人からみて１親等である

親族のいずれかが令和６年４月１日以前から引き続き川崎市内に住所を有する

人をいいます。 

イ 調査票の全体の評定平均（※）が 3.8 以上の人

※全体の評定平均とは、全ての教科・科目の評定の合計数を全ての評定数で除した

数値（小数点第２位を四捨五入）をいいます。 

ウ 入学を許可された場合に必ず入学する人 

エ 卒業後、川崎市内に看護職として就職する意志がある人 

（３）選抜方法 

・本学が実施する個別学力検査等（個人面接・小論文） 

・本学を志す理由を記載した志願書 

・調査書 

により総合的に選抜します。 

なお、小論文試験は所要時間 80分、800字程度の文章を書くことを求めます 

（４）配点 

個人面接 小論文 調査書 

段階評価 段階評価 段階評価 
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４ 社会人選抜について 

（１）出願資格 

次のアからウのすべてに該当する人 

ア 次の（ア）から（ウ）のいずれかに該当する人 

（ア）学校教育法に定める高等学校又は中等教育学校を卒業した人 

（イ）通常の課程による 12年の学校教育を修了した人 

（ウ）学校教育法施行規則第 150 条の規定により、高等学校を卒業した人と同等以上の

学力があると認められた人 

イ 令和６年４月１日において年齢が満 23歳以上の人 

ウ 出願時に社会人としての職務経験を１年以上、かつ週 30 時間以上の労働時間を有

する人 

エ 入学を許可された場合に必ず入学する人 

オ 卒業後、川崎市内に看護職として就職する意志がある人 

（２）選抜方法 

・本学が実施する個別学力検査等（個人面接・小論文） 

・本学を志す理由を記載した志願書 

により総合的に選抜します。 

なお、小論文試験は所要時間 80分、800字程度の文章を書くことを求めます 

（３）判定 

個人面接※ 小論文 

段階評価 段階評価 

※本学を志す理由を記載した志願書の評価を含みます。 
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５ 一般選抜

（１）出願資格 

次のアからウのいずれかに該当する人及び令和７年３月 31 日までに該当する見込の

人で、令和７年度大学入学共通テストのうち、本学が指定する教科・科目を受験した人 

ア 学校教育法に定める高等学校又は中等教育学校を卒業した人 

イ 通常の課程による 12年の学校教育を修了した人 

ウ 学校教育法施行規則第 150 条の規定により、高等学校を卒業した人と同等以上の学

力があると認められた人 

（２）選抜方法 

・大学入学共通テスト 

・本学が実施する個別学力検査等（個人面接・小論文） 

・本学を志す理由を記載した志願書 

・調査書 

により総合的に選抜します。 

なお、小論文試験は所要時間 80分、800字程度の文章を書くことを求めます。 
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（３）大学入学共通テスト 

ア 一般選抜（前期）において指定する教科・科目（必須２科目、選択１科目） 

教
科

グ
ル
ー
プ

科目 必須 選択 

国
語

『国語』（近代以降の文章） 
〇 

地
理
歴
史

『地理総合，地理探究』 

『歴史総合，日本史探究』 

『歴史総合，世界史探究』 

『公共，倫理』 

『公共，政治・経済』 

『地理総合／歴史総合／公共』 

 〇 

ただし、『地理総

合／歴史総合／

公共』について

は、２出題範囲

を選択・回答し

てください。 

公
民

数
学

① 
『数学Ⅰ，数学 A』 

 〇 

② 
『数学Ⅱ，数学 B，数学 C』 

 〇 

理
科

『物理基礎／化学基礎／ 

生物基礎／地学基礎』 

『物理』 

『化学』 

『生物』 

『地学』 

 〇 

ただし、『物理基

礎／化学基礎／

生物基礎／地学

基礎』について

は、２出題範囲

を選択・回答し

てください。 

外
国
語

『英語』（リーディング・リスニン

グ） 〇 

※「選択」について必要数以上受験した場合は、最高得点の１科目を合否判定に使用します。 
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イ 一般選抜（後期）において指定する教科・科目（必須３科目、選択１科目） 

教
科

グ
ル
ー
プ

科目 必須 選択 

国
語

『国語』（近代以降の文章） 
〇 

地
理
歴
史

『地理総合，地理探究』 

『歴史総合，日本史探究』 

『歴史総合，世界史探究』 

『公共，倫理』 

『公共，政治・経済』 

『地理総合／歴史総合／公共』 

 〇 

ただし、『地理総

合／歴史総合／

公共』について

は、２出題範囲

を選択・回答し

てください。 

公
民

数
学

① 
『数学Ⅰ，数学 A』 

〇  

② 
『数学Ⅱ，数学 B，数学 C』 

 〇 

理
科

『物理基礎／化学基礎／ 

生物基礎／地学基礎』 

『物理』 

『化学』 

『生物』 

『地学』 

 〇 

ただし、『物理基

礎／化学基礎／

生物基礎／地学

基礎』について

は、２出題範囲

を選択・回答し

てください。 

外
国
語

『英語』（リーディング・リスニン

グ） 〇  

※「選択」について必要数以上受験した場合は、最高得点の１科目を合否判定に使用します。 
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ウ 旧教育課程履修者に指定する大学入学共通テストについて 

新教育課程以外を履修した方（令和６年３月以前に高等学校等を卒業した方等）は

上記ア及びイに加え、旧教育課程履修者等に対する経過措置として出題される次の教

科・科目での受験も可とします。 

（ア）一般選抜（前期）において指定する教科・科目 

教
科

グ
ル
ー
プ

旧教育課程履修者等に対する経過措置

旧教育課程による出題科目 必須 選択 

地
理
歴
史

『旧世界史 A』 

『旧世界史 B』 

『旧日本史 A』 

『旧日本史 B』 

『旧地理 A』 

『旧地理 B』 

『旧現代社会』 

『旧倫理』 

『旧政治・経済』 

『旧倫理，旧政治・経済』 

〇 

公
民

数
学

① 
『旧数学Ⅰ，旧数学 A』  

〇 

② 

『旧数学Ⅱ・旧数学 B』 
『旧数学Ⅱ』 
『旧簿記・会計』 

『旧情報関係基礎』 

〇 
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（イ）一般選抜（後期）において指定する教科・科目 

教
科

グ
ル
ー
プ

旧教育課程履修者等に対する経過措置

旧教育課程による出題科目 必須 選択 

地
理
歴
史

『旧世界史 A』 

『旧世界史 B』 

『旧日本史 A』 

『旧日本史 B』 

『旧地理 A』 

『旧地理 B』 

『旧現代社会』 

『旧倫理』 

『旧政治・経済』 

『旧倫理，旧政治・経済』 

〇 

公
民

数
学

① 

『旧数学Ⅰ，旧数学 A』 〇 

新教育課程によ

る出題科目『数

学Ⅰ，数学 A』

での受験も可と

します。 

② 

『旧数学Ⅱ・旧数学 B』 
『旧数学Ⅱ』 
『旧簿記・会計』 

『旧情報関係基礎』 

〇 
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（４）判定 

ア 一般選抜（前期） 

大学入学共通テスト 

個人面接 小論文 調査書※３

国語※１ 英語※２ 選択科目 

100点 100 点 100 点 段階評価 段階評価 段階評価 

※１ 「近代以降の文章」110 点満点を 100点に換算して使用します。 

※２ リーディング（100 点満点）×0.5＋リスニング（100点満点）×0.5＝100点として使用し

ます。 

※３ 特に数学の学力について、調査書を活用して学力を測ります。 

イ 一般選抜（後期） 

大学入学共通テスト 

個人面接 小論文 調査書 

国語※１ 英語※２ 数学 選択科目

100点 100 点 100 点 100 点 段階評価 段階評価 段階評価 

※１ 「近代以降の文章」110 点満点を 100点に換算して使用します。 

※２ リーディング（100 点満点）×0.5＋リスニング（100点満点）×0.5＝100点として使用し

ます。 

（５）一般選抜における二段階選抜について 

募集定員に対して出願者数が大幅に超過した場合は、次のとおり二段階選抜を実施す

る場合があります。大学入学共通テストの成績をもとに第１次段階選抜を実施し、第１

次段階選抜合格者に対して第２次段階選抜として個別学力検査等を行います。 

試験区分 募集定員 二段階選抜実施倍率 第１次選抜合格者数（予定） 

前  期 70名 4.0倍 280名 

後  期 5名 20.0倍 100名 
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６ 入学時成績優秀者奨学金（特待生制度）について 

（１）目的 

入学試験において優秀な成績を上げ、かつ将来への目的やビジョンを明確に持つ学生

の、大学前半における看護教育の基礎的教育課程を集中して取り組める環境作りを目的

として特待生制度を設けています。 

（２）詳細 

ア 採用人数 

５名 

イ 対象者 

一般選抜（前期）合格者及び学校推薦型選抜合格者かつ出願時に意思を示した者 

ウ 給付期間 

入学後２年間 

エ 給付金額 

入学金と２年間の授業料（最大 １,３５３,６００円） 

オ 選考方法 

一般選抜（前期）における成績上位５人までを認定 

（３）学校推薦型選抜受験者について 

次の方法によって、学校推薦型選抜を受験される方も、本制度に申し込むができます。 

ア 申込方法 

① 学校推薦型選抜出願時に、願書内の特待生制度申込欄に○をして提出。 

② 大学入学共通テストに、本学の一般選抜（前期）日程において本学が指定する科

目で出願。 

③ 大学入学共通テストの受験票を受領後、学校推薦型選抜合格通知時に同封された

奨学金成績判定申込書に大学入学共通テスト受験番号を記載かつ成績請求票（国公

立前期用）を貼り付けて本学に提出。 

イ 選考方法 

一般選抜（前期）受験者と合わせて選考します。ただし、個別学力検査等（小論文・

個人面接・書類選考）については、学校推薦型選抜時の判定を使用します。 

ウ その他 

（ア）本制度に出願する場合、別途入学選考料は発生しません。 

（イ）特待生として認定された場合、入学料及び授業料相当額を入学後に給付します。 

（ウ）大学入学共通テストの成績は、学校推薦型選抜の合格可否に影響しません。 

（エ）入学後の学業成績等によって、本制度の資格を取り消すことがあります。 


